
- 1 - 
 

    

 

平成 27 年 5 月 18 日 

各   位 

会 社 名 株式会社アールテック・ウエノ 

 （ＪＡＳＤＡＱ・コード 4573） 

本社所在地 東京都千代田区内幸町一丁目 1番 7号 

代 表 者 代 表 取 締 役 社 長 眞島 行彦 

問 合 せ 先 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部長 中村 宏司 

電 話 番 号 03（3596）8011 

   

 

北海道大学との産学連携による VAP-1 阻害剤（RTU-1096）を 

用いた糖尿病網膜症・黄斑浮腫治療薬の開発に関するお知らせ 

 

 

当社はこのたび、国立大学法人 北海道大学大学院医学研究科 眼科学分野 石田晋教授、野田航介准

教授らのグループと、当社が開発中の新規 VAP-1 阻害剤（注3）（開発コード RTU-1096）の糖尿病網

膜症（注 1）及び糖尿病黄斑浮腫（注 2）治療薬としての開発に関する共同研究を実施することとなりまし

たのでお知らせいたします。 

 

RTU-1096 は抗炎症作用や免疫調節作用を有する VAP-1 阻害剤であり、現在国内で第 1 相臨床試験

を実施しております（平成 26 年 10 月 20 日付当社プレスリリース参照）。今回の共同研究は今後の

POC (Proof of Concept、概念実証)試験（注4）（または前期第 2 相臨床試験）に向けて RTU-1096 の糖

尿病網膜症及び糖尿病黄斑浮腫などの糖尿病眼合併症に対する臨床応用の可能性を検証するために、

北海道大学において RTU-1096 の糖尿病網膜症などの糖尿病眼合併症に関する治療効果を確認する

試験を実施するものです。当社は今後、糖尿病眼合併症を最優先ターゲットとして VAP-1 阻害剤の新

規治療薬としての開発を更に加速させてまいります。 

 

眼科専門医である当社代表取締役社長の眞島行彦は次のように述べております。 

「近年、糖尿病患者の増加およびそれに伴う医療費の増大は世界的な問題になって来ています。日本

において糖尿病患者数は潜在患者も含めると 2000 万人を超え、糖尿病合併症である網膜症をもつ患

者は 300 万人以上とされています。 

 失明の原因となる増殖性糖尿病網膜症の患者数は減ってきましたが、一方で視力低下の原因となる

糖尿病網膜症の中でも黄斑部（中心部）に生じる浮腫（糖尿病黄斑浮腫）が多くの患者で問題になっ

ています。現在、糖尿病黄斑浮腫の治療は、光凝固術、ステロイド注射（眼内、テノン嚢内）、硝子体

手術が行われており、また最近では抗 VEGF 治療薬（注 5）の眼内注射が中心になってきました。しか

し、再発を繰り返すので年間に多くの抗 VEGF 治療薬の注射が必要となりますが、薬価が非常に高い

ため医療費の増大の一因となっています。そこで医療現場では抗 VEGF 治療薬の注射を優先的に行い、

更に光凝固術やステロイド注射を併用することで抗 VEGF 治療薬の注射回数をいかに少なくするか

といった臨床研究が盛んに行われています。我々は、共同研究によりこの問題の解決策を見いだして

行く計画です。厚生労働省は健康寿命を延ばすことを政策として推進しており、医療経済面からも糖

尿病網膜症による視力障害患者の増加を抑制する戦略を進める必要があります。 

 糖尿病患者は血中 VAP-1 活性が特徴的に増加しており、合併症発症の原因の１つとされています。

現在開発している VAP-1 阻害剤 RTU-1096 は First in Class（注6） (First in Human use（注７）)の薬剤であり、

血中の VAP-1 活性を抑制することで治療効果を発揮すると考えられます。従って、将来的には糖尿

病黄斑浮腫の治療において抗 VEGF 治療薬の眼内注射と本阻害剤（経口剤）を併用することも可能に

なると考えています。今回、糖尿病網膜症や加齢黄斑変性で積極的な基礎研究と臨床研究が行われて

いる北海道大学大学院医学研究科 眼科学分野との共同研究により、本阻害剤での効果的な治療法の開

発を進め、同大学病院を中心に POC 試験（前期第 2 相臨床試験）の開始を目指しております。」 

 

http://www.rtechueno.com/investor/press/141020_pr.pdf
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尚、本件により 2015 年 5 月 14 日公表の平成 28 年 3 月期第 2 四半期累計期間及び通期業績予想に修

正を要する変更はありません。 

 

(注 1) 糖尿病網膜症とは 

糖尿病の 3 大合併症の 1 つで、糖尿病罹病期間が 20 年以上になると網膜症の有病率は 80％になります。現在、視覚障害原因の第 2

位です。失明につながる増殖性網膜症と血糖のコントロールにより改善しうる非増殖性網膜症があります。増殖性網膜症は光凝固療術

や硝子体切除術が行われています。世界の糖尿病人口は 3 億 8670 万人（2014 年）と報告され、20～79 歳の成人の有病率は 8.3%で、

12 人に 1 人が糖尿病有病者と推定されています。日本の現在の成人糖尿病人口は 950 万人（予備軍は 1100 万人）で、ランキングで

は 10 位です。 

  

(注 2) 糖尿病黄斑浮腫とは 

糖尿病網膜症を発症した患者は、すべての病期に黄斑部に浮腫が生じる可能性があります。黄斑浮腫を生じると視力が低下しますので、

日常生活に大きく影響することになります。適切な治療法の確立は眼科医にとって重要な課題となっています。黄斑浮腫を生じる原因

として、全身的要因と局所的要因があります。前者は高血糖、高血圧、高脂血症、肥満、腎疾患等生活習慣病に強く関連しており、局

所的要因は高血糖による毛細血管障害です。 

  

(注 3) VAP-1 阻害剤とは 

VAP-1(Vascular adhesion protein-1)は SSAO (Semicarbazide-sensitive amine oxidase )とも ばれ、血管内皮表面に存在する膜結合

型(VAP-1)と血清中に存在する遊離型(SSAO)の 2 つの型があり、VAP-1/SSAO とも記載されます。前者は白血球(炎症に関連する  

球、炎症や免疫に関連するリン 球や単球)との接着分子の機能を持ち、 に炎症に関連し、後者はア ン キ  ー 活性により生

体内のア ンを解毒するという 2 つの なる機能を有する 白です。糖尿病、アト ー性皮 炎、  、肥満、    、心疾患

等では血清中または体のい い な  で VAP-1/SSAO 活性の増加が られるので、阻害剤は、過剰になった VAP-1/SSAO の機能

を抑制し、正常 することが期待されます。 

 

 (注 4) POC (Proof of Concept、概念実証)試験とは 

創薬開発における POC (Proof of Concept、概念実証) とは、研究開発段階にある新薬候補について、医薬品として開発しようという

コンセプトが正しいかどうか検討する試験で､有効性と 全性が試されます その  結果が創薬開発における開発確度を高めること

に繋がります。 

 

(注 5) 抗 VEGF 治療薬とは 

Vascular endothelial growth factor（血管内皮増殖因子）は血管内皮細胞を増殖させ、血管の形成を促す糖 白です。細胞や  が低

酸素状態になると VEGF が増加し、新しい血管が作られ、酸素が供給されます。一方、糖尿病網膜症、加齢黄斑変性、未熟児網膜症

などの疾患では低酸素状態によって VEGF が産生され病的な新生血管が生じます。これらの疾患では、この病的新生血管が原因とな

って眼内出血や網膜剥離を来たし、重篤な視力低下の原因になります。現在、眼科疾患適応の抗 VEGF 製剤（眼内注射薬）として、

ラニビズマブ（ルセンテｲス®）、アフリベルセプト（アイリーア®）、ペガプタニブ（マックジェン®）が承認されています。 

  

(注 6) First in Class とは 

その機序の医薬品のなかで市場に最初に登場した医薬品を指します。 

 

(注7) First in Human useとは 

医薬品の開発において、その薬剤をはじめてヒトに投与する臨床試験のことです。 

 

・北海道大学大学院医学研究科 眼科学分野について 

北海道大学大学院医学研究科眼科学分野は、1922 年（大正 11 年）5 月 15 日に北海道帝国大学医学部に『眼科学講座』が開設されて以

来、北海道における眼科診療および研究の中核を担って参りました。2009 年 4 月より第 6 代教授にあたる石田晋教授が着任し、現在

12 の専門外来を設置してあらゆる眼疾患に対応できる診療体制の拡充をおこなっております。また、研究面では 5 つの研究グループ

（網膜細胞生物学（血管）、網膜細胞生物学（神経）、眼免疫学、眼腫瘍病理学、角膜細胞生物学）によって構成される眼細胞生物学視

覚科学研究室を有しており、さまざまな眼疾患の病態解明や新規治療の開発を目的とした基礎研究を展開し、その成果を多くの学術誌

や国際学会で発表しております。 
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・アールテック・ウエノについて 

株式会社アールテック・ウエノは1989年9月、医薬品の研究開発、製造販売を目的に設立された創薬ベンチャー企業です。医師でもあ

る眞島行彦社長のもと、「Physician-Oriented New Drug Innovation」（臨床医による新薬開発）をテーマとし、これまで有効な治療薬の

ない眼科・皮 科疾患をターゲットに新薬の開発を行っております。 

当社は、「医師の目線で医薬品開発・販売を行う分野特 型（眼科・皮 科）のグローバルな医薬品会社」を目指しており、国が推奨

および支援するアンメット・メディカル・ニーズ（未だ満たされていない医療ニーズ）対応や希少疾病用医薬品（ ーファンドラッグ）、

アンチエイジング領域（生活改善薬）の新薬の開発を進めております。 
 

以 上 


